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CTA大口径望遠鏡（LST）の焦点面光検出器（カメラ）は光電子増倍管（PMT）で構成されており、宇宙ガ
ンマ線と地球大気が相互作用する過程で発生するチェレンコフ光を検出する。一方で、チェレンコフ光は宇宙線
陽子等のハドロンからも生じ、これが背景雑音となる。そのため、ガンマ線とハドロンの弁別性能が望遠鏡の感
度決定に影響する。現行の解析手法では、主にHillasパラメータと呼ばれる検出イメージの２次までのモーメン
トを用いてガンマ線とハドロンの弁別を行っている。その場合、検出イメージの大きさより遥かに小さな画素で
撮像する恩恵は小さい。一方でガンマ線とハドロンのイメージには細部に違いがあることがシミュレーションか
らわかっている。カメラを高画素化することで細部の違いを明瞭化すれば、ガンマ線とハドロンの弁別に高次の
モーメントを用いることが可能となり、LSTの更なる高感度化が見込める。そこで、1画素あたりの受光面積が
小さい、半導体光検出素子 SiPMを採用し、画素数を 4倍にする可能性を検討中である。本講演では、SiPMの
基礎特性を調べ、LST搭載の観点から長所と短所を議論する。


